
主催：塩野義製薬株式会社

ご自宅、勤務先のパソコンからも気軽に参加できます。
（SHIONOGI . t vでの視聴方法は裏面をご参照ください）

照屋 勝治 先生

国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター

ACC科医長

医薬関係者※以外の参加はご遠慮いただいております。

インフルエンザ治療におけるゾフルーザの意義
～低感受性変異株を過度に恐れず積極的に使用すべきという立場から～

※主として医師、歯科医師、薬剤師、看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床心理士等の医療専門家（医学部・薬学部等の
学生を含む）及び医療施設において医療に従事する職員

2020年1月16日（木）13:00～13:50（質疑応答含む）

お問い合わせ先：シオノギ製薬 川越営業所 048-242-0300

【ご略歴】

1992年 琉球大学医学部卒業
1996年 琉球大学医学部大学院医学研究科卒業、医学博士
専門は呼吸器、感染症。琉球大学医学部第一内科、国立療養所沖縄病院などを経て、98年より国立国際医療研究センター、
エイズ治療・研究開発センターでHIV感染症を中心とした感染症医療に携わる。
2003年 専門外来医長を経て、2006年より同センター病棟医長
2019年より現職

2003年のSARS流行時にはベトナムに調査団として派遣され、現地での感染対策に関わり、2004年に人事院総裁賞を受賞

インフルエンザは日本国内で毎年1000万人以上が罹患しており、その結果、直接的および間接的に関連

している超過死亡が毎年1万人程度発生していると推測されており、社会に与えるインパクトは極めて大き

い。

今回のWebカンファレンスでは、現在までのインフルエンザ治療に関するエビデンスを総括し、懸念され

ているH7N9のパンデミック到来の可能性を踏まえた上で、ゾフルーザについては｢低感受性変異株を過度

に恐れずに積極的に使用すべき｣という立場からインフルエンザ治療を論じてみたい。

演者自身はインフルエンザの治療については、多様な考え方があっていいと思っている。今回のWebカン

ファレンスを通じて、視聴される方々に今後のインフルエンザ治療のあり方について考える材料を提供で

きれば幸いである。

1月23日（木）18:00～18:50（質疑応答含む）
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事前予約いただきますと
翌日より後日視聴が可能です


